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博士学位論文要旨
社会的比較における第三者の影響
東洋大学大学院社会学研究科社会学専攻博士後期課程
4510090002
大久保暢俊
人間の社会的行動を邸準す-る上で，他者との上嗽は重要な心的機能である。他者との比較は，社会
科学や人文科学のさまざまな領域で注目さてきた現象である。社会心理学においても，多数の実証研
究が蓄積されてきた。本論文では，個人の心的機能としての社会的比較に着目し，比較状況にかかわ
る第三者の影響を実証した。第1章では,Festinger(1954)の社会的比較過程理論を出発点とし，その
後の研究を選択的に概観した。第2章では，社会的比較による評価の意味を検討した。その後，社会
的比較の適応機能に着目し，実証研究のための仮説を導出した。具体的には，上嗽状況における第三
者の存在が，社会的比較による評価や比較傾向に影響を与えるとの仮説を導出した。第3章と第4章
では，個々の仮説について実証した。第3章では，比較状況に第三者の要因を配置する実験的手法を
用いて，社会的上磁による評価が系統的に変化することを検討した。第4章では，社会的比較傾向と
個人特性の関係を検討した。最後の第5章では，実証研究のまとめと問題点，社会的比較研究や自己
謂師I升究との関連を考察した。以上の理論的，実証的な検討を通じて，第三者が注目，評価する状況
で，社会的比較の特質が明らかになるとの結論を導いた。
以下，各章の概要を述べる。
第1章と第2章では，社会的比較研究の概観と問題の所在および仮説を導出するための理論的検
討を行った。第1章では，はじめにFesdnger(1954)の社会的比較過程理論の全体像を説明した。社
会的比較過程理論は，9つの仮説，8つの系，8つの展開，および補足で成り立っている。この理論で
は，自分や世界に対して正確な評価をしようとする動因の存在が仮定される｡そして，他者との比較
を通じて人は正確で安定した評価を得ることができるとして，そのための条件が仮説として提示され
た｡環境内での正確で安定した自己訓面を求める心的傾向は，自己研究における自己評価の目標（動
機づけ）と同義であるため，社会的比較は白己評価の目標を達成する手がかりのひとつとして位置づ
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けられることになった。さらに，自己評価の目標に続き，1960年代から90年代は自己高揚や自己改
善の目標と社会的比較の関係が明らかにされた。さらに近年では，社会的認知研究の影響により，認
知的効率性の目標も指摘されることになった。
自己にかかわる目標や認知的効率性の観点からは，社会的比較における他者は，自己評価の手がか
りのひとつであり，かつ外部環境情報である。この他者理解の問題点は，社会的比較の重要性や特異
性を説明できないことにある◎具伽勺には，自己にかかわる目標の観点からは他者との比較の重要性
が説明されず，認知的効率性の観点からは他者の特異性が説明されないのである。社会的比較の重要
性やﾑ寺異性は，他者を通じて自己を評価する過程にある。ここから，他者の存在意義と評価の特徴を
明らかにすることが，社会的比較の検討課題となる。
他者の存在意義と評価の特徴を明らかにするためには，社会的比較研究のﾛ嵩矢となったFestin"r
(1934)の理論の文脈を再考する必要がある。そこで，第2章では，社会的比較過程理論の形成に寄
与したふたつの研究領域を検討した。ひとつは非公式の社会的コミュニケーションの理論であり，も
うひとつは要求水準の研究である。検討の結果，社会的比較過程理論の楴致として，次の三点が特に
重要であることを示した｡(a)社会的比較における評価の影響範囲は,個人の生活空間全般に及ぶ｡(b)
意見だけでなく能力においても社会的リアリティに依存した判断が行われる。(C)能力比較において
は，優劣の概念が含まれる。
能力を比較の対象に含めたことにより，社会的比較における評価は独自の意味を担わされることに
なった。そこで，本論文では社会的比較の評価の意味を検討した。その結果，相対的位置の認知から
自他の基本的な関係が推論され，それを正誤または適切さといった妥当性で判断する一連のプロセス
が社会的上嗽による評価であることを明らかにした。
社会的比較による評価の意味を明らかにしたうえで，今度は社会的比較に特有の目標を明らかにし
た。本論文では，社会的比較による自己評価を対人戦略の指標とするGilbeltlPlice,&AIan(1995)の
観点を採用した｡この観点は,社会環境における適応機能として社会的比較を定義するものであった。
Gilbert,Price,&Allan(1995)によれば社会的比較は資源保持能力(Iesou!℃e-holdingpotential:RIP)に
関連する。RHPは競争における闘争能力や強さに相当する概念である。
ヒトを含めた社会｜生動物における資源競争は,一対一の対決という単純な図式では理解しきれない。
そこで,GilbeltPIice,&Allan(1995)は聴衆』襯衆などの評価を含めた状況が資源獲得に関係するこ
とを指摘した。そのような指摘を受け，本論文では，聴衆や観衆などの第三者を含めた比較状況を形
式化した。この形式化の作業により，社会的比較による評価の意味と適応機能の観点を結びつけた。
すなわち，キ歌好]位置から推論される自他の関係の認知は，資源獲得の効率性の観点から進化してき
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たこころの働きに基づく。そして，自他の関係の妥当性は社会環境要因に依存する。この社会環境要
因は，比較状況における第三者に相当する。したがって，第三者が自己と比較他者を相対評価すると
（自己が）知覚することが，社会的比較による評価の妥当性半ll断に影響する。ここから，比較状況に
第三者が存在することにより，社会的上磁による評価が顕在化するとの仮説を導き出した。具体的に
は次の三つの仮説を導出した。仮説1:比較状況における第三者の存在によって社会的比較による評
価が顕在化する。仮説2：比較状況にかかわる第三者が自己にとって心理的に近い他者であるほど，
社会的比較による評価は顕在化する。仮説3：第三者の存在を顕現化させやすい特性を有する人ほど
社会的比較を行おうとする◎
続く第3章，第4章の一連の研究により，仮説は部分的に支持された。また，第三者が存在する状
況での比較の榊目をいくつ力明らかにした。具体的には，仮説lの第三者の存在による社会的上嗽の
評価の顕在化は，研究1，研究2において支持された。研究1では，比較他者の遂行を提示する際，
第三者の視点を想像した女性実験参力賭で社会的比較による対比効果が確認された。ただし，男性実
験封l賭ではこの傾向とは逆に，第三者の視点を想像しない群で対比効果が確認された。この性差に
ついて，視点取得の能力と，自己と第三者の関係の捉え方の違いによる角歌の可能性を挙げた。研究
2では，第三者の集団成員性を操作し，第三者が比較他者に言及している状況を提示して社会的比較
による評価を検討した。その結果，′脇ﾘにかかわらず，第三者が内集団成員の群において社会的上嗽
による評価が砺主化した。この結果は，研究lで観察された性差の角鍬として，自己と第三者の関係
性による説明が妥当であることを示唆する。
研究2は仮説lに加えて，仮説2の検証も兼ねていた。自己と第三者が同じ集団に属している群
で，社会的比較による評価が顕在化した。それに対し，第三者が外集団成員の群または第三者や比
較他彗が存在しない群では，社会的比較による評価が明確に確認されなかった。研究3でも同様に，
第三者が内集団成員の群において社会的比較による評価の顕在化が確認され，外集団成員の群では確
認さ九なかった。
さうに，研究2，研究3では社会的比較による訓面の特質を明らかにした。これらの研究では，自
己の遂行と他者評価（比較他者，平均他者）との関連があり，かつ自己の遂行と自己評価との関連が
ない評価パターンカ観察された。この結果を“間御勺な社会的比較，の生起であると角鍬した。これ
は，ヨ己の遂行と自己評価の関連を暖昧にして自己高揚の目標を達成する余地を残しておく一方で，
自己の遂行と他者評価の関連を明確にして正確な自己評価の目標を間榔勺に達成することを可能にす
る比較の方略である。向他の相対的位置に基づく関係を対人行動の戦略として用いるために，他者評
価を確定することが結果として適応的となる。これは，社会環境と自己の関係を切り離して社会的比
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較を捉える視点からは導かれない角歌である。研究3では，自己高揚の目標が活性化されやすい状況
と，されにくい状況を比較することで，間御勺な社会的比較の生起を検討した。具伽勺には，自己に
とって脅威ではない下位他者を提示した場合には，自己の遂行と他者評価の関連と同時に，自己の遂
行と自己評価との関連も観察された。この間櫛勺な社会的比較の評価パターンは，適応的意義の観点
から社会的比較を鋤革することの有用性を示している。
この間接的な社会的上嗽における評価パターンを考慮した上で，研究4では上磁状況にかかわる第
三者の機能について探索的に検討した。その結果，第三者が注目する基準によって，社会的比較によ
る詔西のパターンは変わることが明らかとなった。具体的には，第三者が質的な基準に注目すると，
自己の量的な遂行によって他者評価を確定させようとする傾向が確認された。これは，第三者が質的
な基準に注目することで間御勺な社会的比較が生起したと角歌できる。それに対し，第三者が量的な
基準に注目すると，自己の鄙勺な遂行と自己評価の関連のみ観察された。
WfE5では第三者の評価内容によって自己と比較他者の相対的位置の認知が変化する可能性を検討
した‘その結果，比較他者は優秀であると第三者が評価すると，社会的比較による評価は対比的とな
ることが確認された。それに対し，比較他者は普通であると第三者が評価すると，社会的比較による
評価は同化的となることが確認された。重要な点は，比較他者の優劣に関する評価には，第三者の評
価内容の効果が確認されなかったことである。つまり，優秀群に比べ，普通群で上嗽他者自体の評価
が低かったがゆえに同化的であったという説明は排除された。この結果は，比較他者に対する第三者
の詔面は，他者を基準とした自己評価に影響していることを示唆する。
研記6から研究8では，第三者からの相端平価にかかわると想定される個人特性と社会的比較傾向
の関連を検討することにより，本論文で議論した比較状況における第三者の相端平価の傍証と，その
説明をより広い心理現象にまで適用することを目的とした。研究6では，自己意識特性と社会的比較
傾向の関連を検討した。もし，第三者の相対評価が社会的比較に関与しているならば，公的自己意識
特性と社会的比朝頃向に正の関連が確認されるはずである。結果は，公的自己意識特性と社会的比較
傾向の関連は意見と能力のどちらの比較傾向でも正の関連が確認され，予測は支持された。それに対
し，私的自己意識特性は意見比較傾向でのみ関連が確認され，全般的に社会的比較傾向との関連は弱
かつた二・
研尭7では評価懸念の個人差と社会的比較傾向の関連を検討した。その結果，予測とは異なり，事
前のプライムにかかわらず，評価懸念を抱きやすい人ほど社会的比較をする傾向にあったさらに，
相苅1勺に評価懸念を抱きにくい人では，事前に優秀他者をプライムするよりも，劣等他者をプライム
した人で比較をする傾向にあった（ただし有意傾向)”つまり，評価懸念を抱きにくい人では，直前の
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他者の効果が確認されたのである。評価懸念を抱きにくい人は，第三者に代表される他者からの評価
を気にしない人であると推論できる。そのような人にとって，比較状況は第三者の介在しない状況と
して局織されやすいのかもしれない。そこで，評価懸念を抱きにくい人では，劣等他者を想起した直
後では自己高揚的な上磁の期待が高まり，比較を求めたのである。それに対し，事前に優秀他者を想
起した評価懸念を抱きにくい人は，自尊感情への脅威から他者との比較を避けたのである。この結果
は，第三者の相対評価の予期が比較傾向に影響すること，および第三者が介在しない状況では自己に
とって都合のよい比較が行われやすいことを示唆する。
研究8では，対人ネットワークの個人差と社会的比較傾向の関連を検討した。その結果特定他者
との関係自己を活性化した場合，その他者とそのほかの他者が知り合いでないネットワーク構造を持
つ人ほど社会的比較をしようとする傾向にあった。さらに，そのようなネットワーク構造を持つ人に
おいて（つまり，対人ネットワークの独自性が大きい人において)，他者とのかかわりを持たない秘勺
自己を活性化した場合には相対的に社会的比較をしなし傾向であった。この結果について，友人同士
が知り合いでない対人ネットワークにおいては，自己の社会的評価が確定されてないがゆえに，社会
的比較による評価を求めたと角鍬した。対人ネットワークで伝達される社会昨平価の内実は特定され
ていないが，本論文の立場からは資源獲得にかかわる優劣情報であると想定される。そのような優劣
情報は形式化された相対評価である。したがって，第三者の問で相対評価がコミュニケートされる可
能性を個人が推論し，その内容が社会的比朝頃向に影響したのである。
これら一連の実証研究を通じて明らかになったことは，次の三点に集約される。(a)第三者による
比較他者への注目や評価は社会的比較による評価を顕在化させる。そして，それは第三者が自己にと
って心理的近い他者である場合に顕著である。(b)第三者による比較他者への注目や評価は社会的比
較による評価で用いられる指標や，評価の方向性に影響する。(c)公的自己意識，評価懸念，対人ネ
ットフーク等の個人特性と社会的比較傾向の関連は，第三者による相対評価の予期で統一的に説明で
きる『この三つの言明から，第三者に代表される社会環境は自他の相対的位置を反映した社会的比較
の遥陰となっていることが示唆される。
第5章では，これまでの実証知見のまとめと自己評価研究とのかかわりを考察した。具伽勺には，
自己評価の手がかりとしての社会的比較について考察した。自己評価の手がかりを検討した従来の研
究でIま，一貫して社会的比較の利用率の低さが指摘されていた。それに対し，第三者に代表される社
会環寛要因と比較状況は密接な関係にあるとする本論文の立場から，抽象的な自己を対象としている
がゆえに結果の角鍬が不当であることを主張した。さらに，この自己概念の抽象性の議論から，社会
的比較による評価が普遍化するための条件を検討した。特に注目したのは，抽象的な自己概念は高度
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な認知能力があってはじめて成立するということである。ここから，普遍化した自己評価に影響する
以前にも社会的比較が行われている可能性を考察し，社会的比較に必要な認知自助の議論に発展させ
た。この議論の結果，高度な概念表象を獲得しているヒトを対象とした研究だけでなく，感覚知覚表
象レベルしか想定できない動物種との比較検討が有用であることを示した。
以上のことから，本論文の内容は次の二点に集約される。(a)社会環境への適応という観点で社会
的比較を位置づけると，比較状況における第三者の要因は重要な検討課題となる。(b)第三者が上嗽
他者に注目，言及している状況で社会的比較による評価は顕在化する。
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